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東洋大学スポーツ健康科学紀要編集委員会規程

(目的)

第 l条 この規程は，東洋大学スポーツ健康科学

委員会が発行する「東洋大学スポーツ健康科学

紀要J(以下「紀要jという)の編集及び発行

について必要な事項を定めることを目的とす

る。

(編集委員会)

第 2条 「紀要」の編集，発行，その他「紀要」

に関する事項を処理するため「東洋大学スポー

ツ健康科学紀要編集委員会J(以下「委員会」

という)を設置する。

(委員)

第 3条 委員会は，次の者をもって構成する。

(1 ) スポーツ健康科学白山キャンパス研究室室員

(2) スポーツ健康科学川越キャンパス研究室室員

(4) 委員長に事故あるときは，副委員長が代

行する。

(審議決定事項)

第 5条委員会は，次の事項を審議，決定する。

(1) I紀要」の編集に関する事項

(2) I紀要」の発行に関する事項

(3) その他，委員会が必要と認めた事項

前項以外の投稿・執筆に関する事項は，別に定

める。

(会議)

第 6条 委員会は，委員の 3分の 2以上の出席が

なければ会議を聞くことができない。会議の議

事は，出席委員の過半数で決定し議長は採決

に加わらないものとする。また前項で可否同数

の場合は，議長の決するところによる。

(3) スポーツ健康科学増治キャンパス研究室室員 (改正)

委員の任期は 2年とし，再任を妨げないハ 第 7条 この規程の改正は，東洋大学スポーツ健

(委員長および副委員長)

第 4条 委員会に委員長 l名及び副委員長 l名を

置く。

(1 ) 委員長および副委員長の選出は，委員の

互選によるc

(2) 委員長は，委員会の会務を総括する。

(3) 委員長は.必要に応じ委員会を招集し

その議長となる。

康科学委員会の議を経て，スポーツ健康科学委

員会委員長が行う。

附則

この規程は，平成20年11月15日から施行する。

附 則

この規程は，平成24年4月l日から施行する。

附 則

この規程は，平成27年4月 l日から施行する。
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東洋大学スポーツ健康科学紀要投稿規程

(目的) タイトルを付す。

第l条 「東洋大学スポーツ健康科学紀要」に投

稿する者は，この規程の定めるところによる。(摘要)

(投稿資格)

第2条執筆者は，原則として以下の者にする。

(1) 東洋大学スポーツ健康科学白山キャンパス

研究室室員。

(2) 東洋大学スポーツ健康科学川越キャンパス

研究室室員。

(3) 東洋大学スポーツ健康科学板倉キャンパス

研究室室員。

(4) 教養教育のスポーツ健康分野科目の授業を

担当する非常勤講師(兼担を含む)。

(申込及び締め切り)

第3条執筆申込及び原稿提出締め切りは，年 l

回発行の場合，次の各号の通りとし，年2回発

行の場合は，その都度別に定める。

(1) 執筆申込は，別に定める「スポーツ健康科

学紀要執筆申込書」を提出する。

(2) 原稿の提出締め切りは，編集委員会により

決定する。

(3) 上記(1)，(2)の提出先は.委員長とする。

(原稿の種類)

第4条 この「紀要Jに投稿できる原稿の種類

は，論文・総説・資料・研究ノート・研究活動

報告などとする。

(タイトル)

第5条投稿する原稿は，和文または欧文とし，

和文原稿には欧文タイトル，欧文原稿には和文

第6条投稿する原稿には，摘要(タイトル・執

筆者氏名とも)をつけることとする。

(1) 和文原稿の場合は外国文による摘要，外国

原稿の場合は和文による摘要とする。

(2) 分量は，紀要 1ページ以内とする。

(3) 掲載場所は，各原稿の最初とする。

(別刷)

第7条別刷は，論文 l篇につき50部とする。た

だしそれ以上を希望する者は，原稿提出時50

部を単位として別に申し込むものとする。

(著作権)

第8条掲載された論文の著作者は，当該論文に

関する複製及び公衆送信を委員会に対して許諾

したものとみなす。委員会が複製及ぴ公衆送信

を第 3者に委託した場合も同様とする。

(改正)

第9条 この規程の改正は，東洋大学スポーツ健

康科学委員会の議を経て，スポーツ健康科学委

員会委員長が行う。

附 則

この規程は，平成20年11月5日から施行する。

附則

この規程は，平成24年4月1日から施行する。

附則

この規程は，平成27年4月1日から施行する。



「スポーツ健康科学(白山キャンパス)研究室」スタッフ一覧

専任教員

[経済学部]

塩田徹，角南俊介

[経営学部]

西村忍，安則貴香

[法学部]

金田英子，谷釜尋徳，土江寛裕，平井伯昌

非常勤講師

今野亮，佐久間康，須田和也，田代浩二，番場裕之

「スポーツ健康科学(川越キャンパス)研究室Jスタッフ一覧

専任教員

[理工学部]

一川大輔，山崎享子

非常勤講師

大橋信行，小川|貴志子，奥田功夫，重藤誠市郎，千野謙太郎，長津純一，藤城仁音.山下大地

「スポーツ健康科学(板倉キャンパス)研究室jスタッフ一覧

専任教員

[食環境学部]

大上安奈，高橋珠実

非常勤講師

新井淑弘，高橋進，野間明紀，横矢勇一



.執筆者(筆頭著者)一覧.

1 .金田 英子(カネダ・エイコ/法学部法律学科)

2. 田代 浩二(タシロ・コウジ/非常勤講師)

3.谷釜尋徳(タニガマ・ヒロノリ/法学部法律学科)

.編集後記.

お陰さまをもちまして. rスポーツ健康科学紀要J第13号が発行の運びとなりました。今回も，多様

な視点から，スポーツや健康にまつわる諸問題に迫るラインナップとなっています。投稿者の先生方を

はじめ，本誌の編集作業にご協力をいただいた皆様に，この場を借りて厚く御礼申し上げます。ありが

とうございました。

今年度のスポーツ界を振り返ってみると，ラグビ-w杯での日本代表の大躍進，フィギュアスケー

トの羽生結弦選手の GPファイナル3連覇(歴代最高得点を更新).スポーツ庁の設置など，明るい話

題もたくさんありました。その一方で. FIFA会長の汚職，ロシア陸連のドーピングスキャンダル，プ

ロ野球選手の賭博問題など，不正と汚職にまみれたスポーツ界の実態が露呈した l年でもありました。

また，集客力のあるスポーツイベントが，絶えずテロの脅威にさらされていることを改めて認識する出

来事も起こりました。 ISILのような世界を震揺させるテロリスト集団から，いかにして選手，スタッ

フ，観客，近隣の人々を守るのかということは，スポーツ界が直面する喫緊の課題です。

2020年の東京オリンピック・パラリンピックの準備が，いくつかの騒動を含みながらも粛々と進めら

れています。東洋大学でも2015年度の秋学期から 全キャンパスの学部生に向けて「オリンピック・パ

ラリンピック講座」が正課授業として始まりました。関連の講演会や公開講座も学内で活発化し，その

ひとつは本誌にも掲載されています。

今年. 2016年は夏季のオリンピック・パラリンピック・イヤーです。多くの東洋大学関係者が，選手

・スタッフとしてリオ大会に参加する可能性があります。皆，持てる力を存分に発揮し遥か地球の裏

側で大いに躍動してほしいものです。

(谷釜記)

2015年度「スポーツ健康科学紀要」編集委員

。谷釜尋徳(法学部)

0 塩田 徹(経済学部)

金田英子(法学部)

西村 忍(経営学部)

一川大輔(理工学部)

O委員長 O副委員長
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